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テ
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イ
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縁
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60
歳
以
上
の
人
が
、
対
象
の
高
齢
者
施

設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
、

そ
の
活
動
に
対
し
て
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ

ま
す
。ス
タ
ン
プ
10
個
で
1
0
0
0
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
、
商

品
と
交
換
で
き
ま
す
。
平
成
25
年
10
月
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
に
は
、こ
れ
ま
で
に

3
0
0
人
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の

入
所
者
が
増
え
、
施
設
職
員
が
不
足
す
る

中
で
、
自
分
の
持
つ
力
を
生
か
し
た
社
会

貢
献
が
で
き
、

健
康
維
持
に

も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
と
交
換
で
き
る
商
品
に
は
、市

の
特
産
品
で
あ
る
食
品
や
伝
統
工
芸
品
、

日
用
品
、商
品
券
、防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

受
入
施
設

・�

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
）

・
障
が
い
者
福
祉
施
設

・
市
の
施
設（
保
育
園
な
ど
）

ス
タ
ン
プ
が
翌
年
度
に

繰
り
越
せ
る
！

　
こ
れ
ま
で
、
年
度
末
に
失
効
し
て
い
た

ス
タ
ン
プ
が
、
今
後
、
翌
年
度
に
限
っ
て

繰
り
越
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
年
度
途
中
に
活
動
を
始
め
て
、
商
品

交
換
で
き
る
ス
タ
ン
プ
数
に
届
か
な
く
て

も
、翌
年
度
の
商
品
交
換
に
使
え
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容

・
入
所
者
の
話
し
相
手

・
ゲ
ー
ム
、囲
碁
・
将
棋
の
相
手

・
歌
や
音
楽
の
指
導
や
披
露

・
配
膳
の
補
助�

な
ど

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は

幅
広
く
選
べ
る
商
品

喜
び 

つ
な
が
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア 

応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業

市
に
は
、
高
齢
者
が
社
会
貢
献
と
心
身
の
健
康
の
た
め
に
、

楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
た
い
」

「
皆
に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

そ
ん
な
思
い
を
持
っ
た
高
齢
者
を
後
押
し
し
ま
す
。
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①
参
加
し
た
い
人
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
連
絡
し
、事
業
に
登
録
す
る
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」を
受
け
取
る
。

③
受
入
施
設
に
連
絡
し
、日
程
調
整
し
た
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
。

④
受
入
施
設
は
ス
タ
ン
プ
を
押
す
。

⑤
社
会
福
祉
協
議
会
に
ポ
イ
ン
ト
と
商
品
の
交
換
申
請
す
る
。

⑥
商
品
が
発
送
さ
れ
る
。

や
り
が
い
と
達
成
感
を
味
わ
え
ま
す

楠く
す

元も
と

逸い
つ

雄お

さ
ん〈
75
歳
〉（
活
動
歴
1
年
6
か
月
）

　
社
会
貢
献
と
心
身
の
健
康

の
た
め
、「
長
寿
園
」で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
参
加
し
て
か
ら
は
、ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
て
い

く
の
で
、達
成
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
入
居
者
が
笑
顔
に
な
り
、
喜
ん
で
く
れ
る
と
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
私
が
休
む
と
、「
今
日
は
お
休
み

な
の
？
」と
寂
し
が
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今

後
も
、活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す

川
上
歩あ

惟い

さ
ん

（
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
長
寿
園
」職
員
）

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援
ポ

イ
ン
ト
事
業
が
始
ま
っ
た
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
た
楠
元
さ
ん

に
、こ
の
事
業
へ
の
参
加
を
勧
め
ま
し
た
。

　
囲
碁
の
相
手
な
ど
、
職
員
で
は
補
え
な
い
活
動
に

も
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
入
居
者
の
変
化
に

気
づ
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
長
寿
園
」で
は
、
楠
元
さ
ん
以
外
に
も
、
傾
聴
や

楽
器
演
奏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、こ
の
事
業
の
参

加
者
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
流
れ

参
加
者
・
受
入
施
設
の
声

参加してみたい人向けに
説明会を開催します
日  時  11月11日（金）午前10時から
場  所  生きがいふれあいセンターいそしぎ
　　　 2階　第1講習室
内 容  事業説明、体験談、質疑応答、

　　　 登録会（希望者）
対 象  市内在住の60歳以上の人
申 込  小田原市社会福祉協議会に電話

　　　（☎35-4000）で。

シ
ニ
ア
バ
ン
ク
と
も
連
動

　
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
と
は
、「
元
気
・
活
力
の

あ
る
シ
ニ
ア
世
代
」（
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
個
人
・
団
体
）と
、
地
域
・
行
政
・
民

間
な
ど
の「
活
躍
の
場
・
い
き
が
い
づ
く

り
の
場
」の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぎ
、豊
か
な
社

会
の
実
現
や
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指

す
仕
組
み
で
す
。

　「
活
躍
の
場
・
い
き
が
い
づ
く
り
の
場
」

と
し
て
、ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
シ
ニ
ア
向
け

の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、企
画
政
策
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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八王子市

埼玉県

東京都

神奈川県

静岡県

山梨県

群馬県

栃木県

茨城県

千葉県

小田原市

長野県

寄居町

4

　
時
は
戦
国
時
代
。
五
代
1
0
0
年
に
わ
た

り
善
政
を
し
い
た
北
条
氏
は
、
小
田
原
を
拠

点
に
関
東
に
覇
を
と
な
え
ま
し
た
。

　
三
代
・
氏
康
は
、
領
国
内
の
要
所
の
城
に

自
分
の
子
ど
も
を
戦
略
的
に
配
置
。
三
男
の

氏
照
を
「
八
王
子
城
」（
現
在
の
八
王
子
市
）

に
、四
男
の
氏
邦
を
「
鉢は
ち

形が
た

城
」（
現
在
の
寄

居
町
）に
置
き
、
嫡
男
で
後
の
四
代
・
氏
政

が
、
小
田
原
城
で
そ
れ
ら
の
城
を
統
括
す
る

支
配
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
当
時
、「
八
王
子
城
」
は
関
東
屈
指
の
山

城
と
い
わ
れ
、「
鉢
形
城
」
は
北
条
氏
の
北

関
東
支
配
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
し
た
。

　
両
市
町
に
は
、
今
で
も
そ
の
城
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。

八
王
子
市
・
寄
居
町
と
の
関
係

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
や
親
善
を
目
的
と
し
、
自
治
体
同
士
が
結
ぶ
姉
妹
都
市
。

10
月
1
日
、
北
条
氏
の
縁
で
つ
な
が
る
本
市
、
東
京
都
八
王
子
市
、埼
玉
県
寄よ
り

居い

町
は
、

3
市
町
で
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
す
。

八
王
子
市
・
寄
居
町
と

姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
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平成18年4月「日本100名城」に選定
築城時期は不確定。氏照が構想していた城郭は壮大で、1590
年、豊臣秀吉の関東制圧の一環で、前田利家・上杉景勝軍に
攻められ落城した際は、未完成の状態だったと考えられている

平成18年4月「日本100名城」に選定
1476年に築城。氏邦が整備・拡充し、関東地方において有数
の規模を誇る大きさとなった。秀吉の関東制圧の際に、1か月
余りの攻防の末、城を守る兵の助命を条件に開城した

氏 政

氏 邦 氏 照

八 王 子 城 址

鉢 形 城 址
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本
市
と
八
王
子
市
・
寄
居
町
の
観
光
協
会

で
は
、
平
成
6
年
に
「
北
條
三
兄
弟
三
領
共

同
宣
言
」
を
出
し
、
観
光
を
中
心
に
交
流
し

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
23
年
に
、北
条
五
代
の
P
R
、

観
光
推
進
を
目
的
と
し
た
12
市
町
・
24
団

体
で
構
成
す
る
「
北
条
五
代
観
光
推
進
協

議
会
」
の
一
員
と
な
っ
た
3
自
治
体
。
「
北

条
五
代
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！
」
を
合
い
言
葉

に
、各
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
市
制
1
0
0
周
年
を
迎
え
る

八
王
子
市
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、こ
の
た
び
、

3
自
治
体
で
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
交
流
し
、親
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
に
至
る
ま
で

八
王
子
市

58
万
0
0
5
3
人

（
平
成
22
年
度
国
勢
調
査
）

1
8
6

・

3
8
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

　
東
京
都
心
か
ら
西
へ
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

に
位
置
す
る
八
王
子
市
。

　
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）の
開

通
に
よ
り
、
小
田
原
か
ら
車
で
約
1
時
間
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
形
は
お
お
む
ね
盆
地
状
で
、
北
・
西
・
南

は
海
抜
2
0
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
8
0
0
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
丘
陵
地
帯
に
囲
ま
れ
、
東
は
関
東
平

野
に
続
い
て
い
ま
す
。

　
21
の
大
学
を
抱
え
た
学
園
都
市
で
あ
る
と
と

も
に
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
は
東
京
都
初
の
中

核
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

寄
居
町

3
万
5
7
7
4
人

（
平
成
22
年
度
国
勢
調
査
）

64

・

2
5
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

　
埼
玉
県
の
北
西
部
、東
京
都
心
か
ら
約
70
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に
位
置
す
る
寄
居
町
。

　
地
形
は
、荒
川
の
清
流
が
秩
父
の
山
間
か
ら

関
東
平
野
に
流
れ
出
す
扇
状
地
で
す
。

　
昭
和
55
年
に
開
設
し
た
関
越
自
動
車
道
花
園

イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
を
玄
関
口
に
、国
道
1
4
0

号
と
2
5
4
号
、
J
R
八
高
線
・
東
武
東
上 

線
・
秩
父
鉄
道
線
が
結
接
す
る
交
通
の
要
衝
で

す
。

   小田原北條五代祭り
　小田原

人 

口
人 

口
面 

積
面 

積

  寄居北條まつり

   八王子いちょう祭り 

　   寄 居

　八王子

八
王
子
市
・
寄
居
町
っ
て
、

ど
ん
な
ま
ち
？

北条早
そう
雲
うん

氏
うじ
綱
つな

氏
うじ
康
やす

氏
うじ
政
まさ

氏
うじ
照
てる

氏
うじ
邦
くに

北条氏家系図
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点
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健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

歳
出
削
減
額 

6
1
1
万
4
0
0
0
円

歳
入
増
加
額 

8
5
6
2
万
6
0
0
0
円

推
進
項
目
1
　
歳
入
確
保

　
◦�

寄
附
額（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）の

増
加

　
◦�

小
田
原
駅
西
口
・
東
口
自
転
車
駐
車

場
設
備
の
取
得
お
よ
び
管
理
運
営
方

法
の
見
直
し

推
進
項
目
2
　
歳
出
抑
制

　
◦�

古
紙
分
別
の
推
進

　
◦�

川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ロ
ニ
エ
お

よ
び
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
イ
ー
ス
ト
に
お

け
る
建
物
間
熱
融
通
事
業
の
実
施

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
財

政
運
営
の
推
進

歳
出
削
減
額 

3
7
8
万
6
0
0
0
円

推
進
項
目
1
　
市
民
や
民
間
の
力
に
よ
る

事
業
展
開
の
推
進

　
◦
学
校
給
食
調
理
業
務
の
委
託

　
◦��

民
間
企
業
と
連
携
し
た
「
ハ
ミ
ダ
セ

×
ま
ち
づ
く
り
学
校
」
の
開
催

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政

運
営
の
推
進

歳
出
削
減
額 

8
7
0
2
万
1
0
0
0
円

歳
入
増
加
額 

5
2
3
万
7
0
0
0
円

推
進
項
目
1 　

事
業
の
休
廃
止
、見
直
し
、

類
似
・
重
複
事
業
の
整
理
・ 

統
合

　
◦�

介
護
保
険
料
仮
算
定
の
廃
止

　
◦�
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

の
見
直
し

推
進
項
目
2
　
施
設
の
管
理
運
営
方
法
な

ど
の
見
直
し

　
◦「
塔
ノ
峰
青
少
年
の
家
」の
施
設
廃
止

　
◦�

市
営
住
宅
直
結
給
水
の
改
修
工
事
の

実
施

推
進
項
目
3
　
定
員
管
理
の
適
正
化
、
人

材
育
成
と
人
事
給
与
制
度

の
見
直
し

　
◦�

住
居
手
当
お
よ
び
地
域
手
当
の
見
直

し

推
進
項
目
4
　
職
員
の
意
識
改
革

　
◦�

コ
ー
チ
ン
グ
を
活
用
し
た
意
識
改
革

の
取
り
組
み

視
点
2

視
点
1

行政改革の取り組み
市では、平成23年3月に策定した「小田原市行政改革指針」に基づき、
行政改革に取り組んでいます。
また、毎年度、各部署で見直した事務事業を反映させ、
改善・改革の具体的な計画「行革アクションプログラム」を作成。
プログラムに示した取り組み内容を硬直化させずに、行政改革を進めています。

西口第1自転車駐車場は、平成27年度から指定管理者制度
を導入し、小田急電鉄株式会社による管理・運営を開始

議論を交わす「ハミダセ×まちづくり学校」

  行政管理課　☎33-1305

「
小
田
原
市
行
政
改
革
指
針
」の
３
つ
の
視
点　

平
成
27
年
度
の
主
な
取
り
組
み
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9
月
に
、
平
成
27
年
度
の
見
直
し
結

果
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
た
「
行
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
1
6
」
を
作
成
。
今
年
度
実
施
す
る
、

行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
ま
し

た
。

新
た
に
加
わ
っ
た
取
り
組
み

　
◦�

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

費
負
担
金（
保
育
料
）の
適
正
化

　
◦�

公
園
緑
地
維
持
管
理
事
業
の
実
施

　
◦�

広
報
紙
発
行
の
見
直
し

　
◦�

都
市
計
画
道
路
見
直
し
事
業
の
実
施

　
◦�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
実
施

歳出削減額　
9,692万1,000円

歳入増加額　
9,086万3,000円

平成27年度の
行政改革の効果額

＝ 1億8,778万4,000円

継
続
し
た
行
政
改
革
　
平
成
28
年
度
以
降
の
取
り
組
み

平
成
27
年
度
　
約
1
億
9
0
0
0
万
円
の
効
果

　この10月1日、東京都八王子市、埼玉県寄
より

居
い

町、そして
小田原市が、北条氏三兄弟のご縁で姉妹都市盟約を締結
します。八王子市の市制100年という節目を記念してのも
ので、これまでも長い間親しく交流を深めてきた3市町が、
改めて強い絆

きずな

で結ばれることになります。
　小田原で毎年5月に行われる北條五代祭りに両市町と
も長年ご参加いただいていることはもちろん、八王子市で
は専用列車を仕立て、石森市長さんを先頭に数百名の八
王子市民の皆さんが祭りを訪ねてくださっていたこともあり
ます。また寄居町では「寄居北條まつり」が行われており、
小田原からも大勢の甲

かっ

冑
ちゅう

武者やちょうちん踊りの皆さんが
参加しています。近年は圏央道が開通したこともあって、
小田原から八王子までは1時間ほど、寄居まで2時間弱と、
ぐっと近くなりました。
　北条五代の中でもひときわ武勇の誉れ高い三代・氏康
の子である、氏政（小田原城主）・氏照（八王子城主）・氏
邦（鉢

はち

形
がた

城主）。この三人を中心とした関東全域の領国経
営体制は、まさに北条氏の全盛期であり、早雲以来受け
継がれてきた、民を慈しむ善政により、関東の安寧が守ら
れた時期でもありました。時を隔て、当時とは全く異なる現
代の社会情勢の中、「禄

ろく

寿
じゅ

応
おう

穏
おん

」の理想を掲げて領民を慈
しんだ北条氏の治世を改めて顕彰し、その知恵に学ぶ意
味からも、今回の姉妹都市盟約締結は大きな意味がありま
す。
　折しも、小田原城天守閣では耐震補強に併せて展示内
容の全面刷新が行われ、北条五代の足跡や、歴史の中で
の意義・価値などについて詳しく学ぶことができるようにな
り、5月1日のリニューアルオープン以来、改修前の倍以上
の来館者を迎えています。前後して、「ブラタモリ」を筆頭
にさまざまなテレビ番組や報道で取り上げられ、ちょうど大
河ドラマでも北条氏にスポットが当たったことで、北条五代
への注目は高まっています。
　「三兄弟なのだから、『兄弟都市』にしてはどうか？」との
意見もあったのですが、ともあれ、今回の姉妹都市盟約締
結を機に、北条氏の遺訓のさらなる顕彰、そして今を生き
る私たちの各市町における学びと交流が大いに進みますよ
う、取り組んでいきます。

「三兄弟ゆかりの姉妹都市」
小田原市長　加藤 憲一

３つ の 視 点   
に基づいた

行政改革の結果、
歳出削減と歳入増加を

図りました。

広報　小田原　2016.10.17
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新
聞
や
テ
レ
ビ
で
話
題
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
す
る
と
、

寄
附
額
に
応
じ
て
税
金
が
軽
減
さ
れ
、

さ
ら
に
、
寄
附
の
お
礼
と
し
て
地
域
の
産
品
が

選
べ
る
た
め
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
昨
年
度
の
成
果
と
、

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
、
寄
附
に
対
し
て
の
お
礼
と
し

て
、
小
田
原
の
産
品
な
ど
を
お
贈
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
返
礼
品
の
贈
呈
に
よ
り
、
昨
年
度
は
４
８
６
１
件
・

１
億
８
１
３
８
万
１
７
０
４
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
26
年
度
は
４
件
・
７
万
円
の
寄
附
だ
っ
た
の
で
、
大
幅
な

歳
入
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
寄
附
者
が
指
定
し
た
使
途
で
、

本
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
役
立
て
ま
す
。

・
市
長
に
お
ま
か
せ（
使
途
の
指
定
な
し
）

　

7
2
0
8
万
2
7
0
2
円　

39
・
7
パ
ー
セ
ン
ト

・
子
育
て
・
教
育

　

4
5
0
9
万
9
0
0
1
円　

24
・
9
パ
ー
セ
ン
ト

・
福
祉
・
医
療

　

1
7
9
0
万
円　

9
・
9
パ
ー
セ
ン
ト

9
つ
の
使
途

①
市
長
に
お
ま
か
せ（
使
途
の
指
定
な
し
）

②
福
祉
・
医
療　

③
暮
ら
し
と
防
災
・
防
犯

④
子
育
て
・
教
育　

⑤
地
域
経
済

⑥
歴
史
・
文
化　

⑦
自
然
環
境　

⑧
都
市
基
盤

⑨
市
民
自
治
・
地
域
経
営（
行
政
サ
ー
ビ
ス
）

多
く
の
寄
附
に
よ
り
歳
入
増
加

昨
年
度
は
1
億
8
0
0
0
万
円
超
の
寄
附

ふ
る
さ
と
納
税
で

小
田
原
を
元
気
に
！

指
定
の
多
か
っ
た
使
途

 

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
6
6
1

人 気 の 高 か 返た 礼っ 品

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

干物
６種類・７３１件

梅干し
６種類・７９６件

肉
２３種類・１,４８５件

かまぼこ
７種類・７４２件

　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
1
8
8
8
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障
が
い
者
が
働
く
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
っ
て
い
ま
す
か
。
健
常
者
と
同
じ
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
私
も
彼
ら
と
一
緒
に
仕
事
を
始
め
た
と
き
、そ
う

思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
そ
れ
は
間
違
い
で
し

た
。
健
常
者
よ
り
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
理
解
し

や
す
い
工
夫
や
分
か
り
や
す
い
言
い
回
し
を
す
れ

ば
、
き
ち
ん
と
作
業
が
で
き
る
の
で
す
。
彼
ら
は
、

私
た
ち
と
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
仕
事
や
難

し
い
作
業
を
し
て
い
く
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
り
、

意
欲
や
誇
り
を
高
め
ま
す
。

　
彼
ら
の
将
来
に
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
作
り
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
働
く
こ
と
の
喜
び
を
分
か

ち
合
い
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い

き
ま
す
。

株
式
会
社
リ
ン
ク
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役
　
神か

ん

原ば
ら

薫 

さ
ん

　
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
で
定
め
ら
れ
た
、
コ
ム

テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
特
例
子
会
社
「
株
式
会
社
リ
ン
ク

ラ
イ
ン
」
で
製
作
さ
れ
て
い
る
せ
っ
け
ん
は
、一
つ
一
つ

が
手
作
り
。
植
物
性
由
来
の
原
料
を
溶
か
し
、
型
抜
き
、

色
づ
け
、
香
り
づ
け
、
成
型
、
梱
包
ま
で
全
て
手
作
業

で
、心
を
込
め
て
丁
寧
に
作
っ
て
い
ま
す
。で
き
上
が
っ

た
せ
っ
け
ん
を
手
に
取
る
と
、
本
物
の
カ
ッ
ト
フ
ル
ー

ツ
や
花
が
入
っ
て
い
る
か
と
思
う
ほ
ど
精
巧
な
作
り

で
、
使
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
く
ら
い
の
品
質
で
す
。こ

の
品
質
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
、
国
内
の
有
名
な
雑
貨
店

で
も
販
売
さ
れ
、
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
人
気

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
せ
っ
け
ん
と
バ
ス
ソ
ル
ト
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し

た
商
品
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
11
月
に

登
場
す
る
予
定
で
す
。

　

新
た
な
返
礼
品

障
が
い
者
が
作
っ
た

手
作
り
せ
っ
け
ん

・
市
長
に
お
ま
か
せ（
使
途
の
指
定
な
し
）

　

7
2
0
8
万
2
7
0
2
円　

39
・
7
パ
ー
セ
ン
ト

・
子
育
て
・
教
育

　

4
5
0
9
万
9
0
0
1
円　

24
・
9
パ
ー
セ
ン
ト

・
福
祉
・
医
療

　

1
7
9
0
万
円　

9
・
9
パ
ー
セ
ン
ト

　

10
月
1
日
の
申
込
分
か
ら
、
市
民
か
ら
の
寄
附
に
対
し
て

も
、
返
礼
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

小
田
原
の
産
品
を
食
べ
、
使
う
こ
と
で
、
改
め
て
小
田
原

の
魅
力
を
知
る
機
会
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
返
礼
品

は
、
お
歳
暮
や
お
中
元
な
ど
に
適
し
た
品
も
多
く
、
市
外
在

住
者
に
小
田
原
の
産
品
を
送
る
こ
と
で
、
小
田
原
の
P
R
に

つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、「
ふ
る
さ
と
・
小
田
原
」へ

の
愛
着
を
深
め
、
全
国
に
小
田
原
を
P
R
し
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

　

今
年
度
か
ら
、
申
し
込
み
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
3
つ
に
増

や
し
ま
し
た
。

　

次
の
サ
イ
ト
か
ら
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
で
の
申
し
込
み

　

申
込
書
と
カ
タ
ロ
グ
を
送
り
ま
す
の
で
、
広
報
広
聴
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

例：5万円以上の税控除を受けられる人が5万円の寄附をする場合

10
月
か
ら

市
民
か
ら
の
寄
附
に
も
返
礼
品
を

申
し
込
み
を
よ
り
便
利
に

ふるさとチョイス
（クレジット、納付書、
現金書留）

楽天ふるさと納税
（クレジット、銀行振込）

Yahooふるさと納税
（クレジット）

※一部携帯電話から閲覧できない場合が
　あります。
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観
光
課
　
☎
23 - 
1
3
7
3

常
盤
木
門
へ
上
っ
て
み
よ
う

小
田
原
城
天
守
閣
が
位
置
す
る
本
丸
の
正
門
「
常と

き

わ盤
木ぎ

門も
ん

」
。

櫓や
ぐ
ら

門
の
2
階
が
、
武
士
の
世
界
や
姿
を
紹
介
す
る

展
示
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

5
月
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
天
守
閣
の
展
示
と
連
動
し
、

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

や
刀
剣
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。二

度
の
再
建

　

常
盤
木
門
は
江
戸
時
代
の
初
め
に
は

構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、1
7
0
3

（
元
禄
16
）年
の
地
震
で
倒
壊
。1
7
0
6

（
宝
永
3
）年
に
、武
器
や
食
糧
を
貯
蔵
す

る
多た

門も
ん

櫓
と
渡わ

た
り

櫓
を
備
え
た
枡ま

す

形が
た

形
式

で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、1
8
7
0（
明
治
3
）年
の
小
田 

原
城
廃
城
に
伴
い
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、

1
9
7
1（
昭
和
46
）年
に
小
田
原
市
制

30
周
年
を
記
念
し
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

武
具
に
特
化
し
た
展
示

　
小
田
原
に
ゆ
か
り
の
あ
る
武
具
は
、全

国
各
地
に
あ
り
ま
す
。市
内
で
保
管
し
て

い
た
武
具
の
他
、「
日
本
甲
冑
武
具
研
究

保
存
会
」か
ら
資
料
を
借
り
る
な
ど
、
質

実
剛
健
で
精
神
的
な
武
士
の
世
界
を
表

現
し
ま
す
。

歴
史
あ
る
空
間
で

武
士
の
世
界
・

武
士
の
姿
を
知
る

平成の大改修を終え、５月１日にリニューアルオー
プンした「小田原城天守閣」は、おかげさまで好評を
いただき、連日、多くの人でにぎわっています

10
月
1
日
か
ら「
常
盤
木
門
S さ

A
Mむ 　

R ら

A
I い
館
」に

  

入
館
料

  • 

単
館

   

大
人 

2
0
0
円
、
子
ど
も 

60
円

  • 

2
館
共
通
券 

   

（
天
守
閣
・
常
盤
木
門
）

   

大
人 

6
0
0
円
、
子
ど
も 

2
2
0
円

  • 

3
館
共
通
券

   

（
天
守
閣
・
歴
史
見
聞
館
・
常
盤
木
門
）

    

大
人 

7
0
0
円
、
子
ど
も 

2
5
0
円

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
0
3
8
1

プロジェクションマッピングを使って、
映像と音楽で武士の世界を表現　　　　　　　
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今
年
で
59
回
め
を
迎
え
る
「
尊
徳
祭
」。

二
宮
尊
徳
翁
の
優
れ
た
事
績
と
教
え
に
触

れ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
会
場
に
は
、尊
徳
翁
に
ゆ
か
り
が
あ
る
相

馬
・
双
葉
地
方
の
震
災
孤
児
や
被
災
児
童

を
支
援
す
る
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。

場
所
尊
徳
記
念
館

◦
実
践
体
験
「
積せ

き

小し
ょ
う

為い

大だ
い

」
を
学
ぼ
う

（
定
員
40
人
　
親
子
で
の
申
し
込
み
）※

　
な
わ
草
履
作
り
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

「
積
小
為
大
」
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

　
時
間
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
時
間
午
後
0
時
10
分
～
0
時
50
分

　
出
演
栢
山
混
声
合
唱
団

◦
開
会
式

　
時
間
午
後
1
時
～
1
時
40
分

◦「
二
宮
金
次
郎
と
わ
た
し
」
作
文
発
表
会

　
市
内
の
小
学
5
・
6
年
生
が
、
夏
休

み
に
書
い
た
作
文
を
発
表
し
ま
す
。

　
時
間
午
後
1
時
40
分
～
2
時
25
分

◦
映
画「
二
宮
尊
徳
の
少
年
時
代
」上
映
会

　
昭
和
32
年
に
完
成
し
た
教
育
映
画
を

上
映
し
ま
す
。

　
時
間
午
後
2
時
30
分
～
3
時
30
分

　
協
力
厚
木
市 

長
坂
自
治
会

◦
こ
ど
も
報
徳
市

　
「
報
徳
楽が

っ

校こ
う

」
で
栽
培
・
収
穫
し
た

米
や
野
菜
を
販
売
し
ま
す
。

　
時
間
午
後
0
時
30
分
～
3
時

◦「
報
徳
記
」
を
読
も
う（
定
員
40
人
）※

　
富
田
高た

か

慶よ
し

が
著
し
た
和わ

綴と
じ

本
「
報
徳

記
」
に
触
れ
、
尊
徳
の
人
々
へ
の
愛
を

読
み
ま
す
。

　
時
間
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◦�

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
紙
芝
居
「
二
宮
金
次

郎
物
語
」
の
上
演

　
「
二
宮
尊
徳
い
ろ
り
ク
ラ
ブ
」
の
皆

さ
ん
が
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
紙
芝
居

を
上
演
し
ま
す
。

　
時
間
午
後
1
時
～
1
時
30
分

◦
尊
徳
祭
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
時
間
午
後
1
時
30
分
～
3
時
15
分

　
出
演�
さ
ざ
な
み
会
、
栢
山
田
植
歌
保
存

会
、
相
模
人
形
芝
居
下
中
座

◦
報
徳
市

　
　
栢
山
の
物
産
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　
時
間
午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

◦�

二
宮
金
次
郎
柴し

ば

刈
り
ウ
ォ
ー
ク（
定
員�

50
人
　
行
程�

約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）※

　
尊
徳
が
柴
刈
り
に
歩
い
た
道
を
、
の

ん
び
り
歩
き
ま
す
。

時
間�

午
前
8
時
～
正
午（
大
雄
山
線
塚

原
駅
集
合
、
尊
徳
生
家
到
着
）

◦�

二
宮
金
次
郎
柴
刈
り
ウ
ォ
ー
ク
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー

　
時
間
午
前
11
時
30
分
～
午
後
0
時
45
分

　
出
演
報
徳
太
鼓
の
会

◦
琴
演
奏

　
時
間
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

　
出
演
つ
ぼ
み
の
会

◦
い
ろ
り
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

実
演

　
時
間�

15
日 

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30

分

　
　
　
16
日 

午
前
9
時
～
11
時
30
分

◦�「
二
宮
尊
徳
生
家
」
特
別
公
開

◦
展
示
室
無
料
開
放

◦
二
宮
尊
徳
学
習
事
業
の
成
果
展
示

◦�「
全
国
の
二
宮
金
次
郎
を
探
せ
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
投
稿
さ
れ
た
写
真
の
展

示
※ 

は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す（
先
着

順
）。
電
話
ま
た
は
直
接
、
尊
徳
記
念
館

へ
。

10
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）
第
59
回 

尊
徳
祭

  

尊
徳
記
念
館
　
☎
36 - 

2
3
8
1　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
1
6
8

10
月
15
日（
土
）

10
月
16
日（
日
）

両
日
開
催

県立小田原城北工
業高校デザイン科　
程
ほど

島
しま

千夏さん作画

　
10
月
1
日（
土
）か
ら
、
B
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
が
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種

に
な
り
ま
す
。
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
と
慢
性
肝
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、

肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
命
に
関
わ
る
病
気

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
免
疫
を
つ
け
る
た
め
、
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象 

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ

た
0
歳
児（
母
子
感
染
予
防
の
た
め

こ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
除
く
）

場
所
市
内
取
扱
医
療
機
関 

な
ど

接
種
方
法
1
歳
に
な
る
前
ま
で
に
3
回
接
種

※ 

1
回
め
接
種
後
、
27
日
以
上 

空
け
て
2
回
め
を
、1
回
め
の 

接
種
か
ら
1
3
9
日
以
上
空 

け
て
3
回
め
を
接
種
。な
お
、 

2
回
め
と
3
回
め
の
間
は
、6

日
以
上
空
け
ま
す
。

※ 

既
に
任
意
で
接
種
し
た
分
は
、 

規
定
の
回
数
に
含
み
ま
す
。

持
ち
物
母
子
健
康
手
帳

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

   
健
康
づ
く
り
課
　
☎
47 - 

0
8
2
0

　
　
　
　
　
　
　

  
P
2
0
8
5
2

10
月
1
日（
土
）か
ら
定
期
接
種
に

B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
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公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税（
住
民
税
）

の
特
別
徴
収（
差
し
引
き
）制
度
が
改
正
さ

れ
、
10
月
か
ら
次
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
年
間
の
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
仮
特
別
徴
収
税
額（
4
・
6
・
8

月
に
特
別
徴
収
す
る
税
額
）の
計
算
方
法
が

変
わ
り
ま
す
。

改
正
前
→
前
年
度
の
2

　
　  

　

月
と
同
額

改
正
後
→
前
年
度
分
の

               

年
税
額
÷
6

※ 

こ
の
改
正
は
、
仮
特

別
徴
収
税
額
の
計
算

方
法
を
見
直
し
た
も 

の
で
、年
税
額
の
増
減

を
生
じ
さ
せ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
規
模
地
震
に
よ
り
市
内
各
所
で
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
自
主
防
災

組
織
が
主
体
と
な
っ
た
防
災
訓
練
を
、市
内

一
斉
に
行
い
ま
す
。

　
災
害
時
は
、互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
訓
練
に
参
加
し
、
各
地
域
の
防
災

対
策
の
能
力
を
向
上
さ
せ
、
防
災
意
識
や

防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

日
時 

10
月
22
日（
土
）午
前
８
時
～
正
午
頃

（
荒
天
中
止
）

場
所 

市
内
の
各
小
学
校（
一
時
避
難
場
所
・

広
域
避
難
所
）

　   
 

　  

参
加
予
定
人
数 

約
8
0
0
0
人

内
容 
緊
急
速
報
メ
ー
ル
訓
練
、
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト（
安
全
確
保
行
動
）訓
練
、
住

民
避
難
訓
練
、
安
否
確
認
訓
練
、
情

報
受
伝
達
訓
練
、
広
域
避
難
所
開

設
・
運
営
訓
練 
な
ど

※ 

各
地
域
の
訓
練
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
自

治
会
の
回
覧
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
訓
練

　
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
は
、気
象
庁
が
発

表
す
る
緊
急
地
震
速
報
、
津
波
警
報
、
国
や

地
方
公
共
団
体
が
発
表
す
る
災
害
・
避
難

情
報
な
ど
を
、
特
定
エ
リ
ア
の
携
帯
電
話

に
一
斉
配
信
す
る
携
帯
電
話
会
社
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
訓
練
当
日
の
午
前
8
時
頃
に
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
小
田
原

市
域
に
い
る
人
が
お
持
ち
の
携
帯
電
話
が

一
斉
に
鳴
動
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
音
が
鳴
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
不
都
合
が
あ
る
人
は
事
前

に
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、い
っ
せ
い
防
災
訓
練
を
中
止
す
る

場
合
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
訓
練
も
中
止

し
ま
す
。

※ 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
可
否
や
設
定

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
販
売
店
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
年
の
途
中
で
特
別
徴
収
税
額
が
変
更
さ

れ
た
場
合
や
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
こ 

れ
ま
で
は
、
納
付
書
を
使
っ
て
納
付
す
る 

普
通
徴
収
に
切
り
替
え
て
い
ま
し
た
が
、改 

正
後
は
、一
定
の
要
件
の
も
と
、
特
別
徴
収

を
継
続
し
ま
す
。

10
月
か
ら
適
用

10
月
22
日（
土
）

市
県
民
税（
住
民
税
）　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
改
正

小
田
原
市
い
っ
せ
い
防
災
訓
練

  

市
民
税
課
　
☎
33 - 

1
3
5
1

  

防
災
対
策
課
　
☎
33 - 

1
8
5
6

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
1
0
6
1

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
1
2
6
1

特
別
徴
収
を
開
始

昭
和
25
年
4
月
3
日
か
ら
昭
和
26
年
4

月
2
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

10
月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら
、市
県

民
税（
住
民
税
）の
特
別
徴
収（
差
し
引
き
）

が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、法
令
に
基
づ
く
納
付
方
法
の

変
更
で
、年
税
額
が
増
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
は
公
的

年
金
等
に
か
か
る
も
の
で
、対
象
と
な
る

年
金
は
、老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
。
遺

族
年
金
・
障
害
年
金
は
対
象
外
）で
す
。

　

当
日
、午
前
8
時
に
防
災
行
政
無
線
で

訓
練
放
送
を
流
し
ま
す
。

　

ま
た
、荒
天
な
ど
で
訓
練
を
中
止
す
る

場
合
も
、午
前
8
時
に
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1 

年
金
仮
特
別
徴
収
税
額
の

　 

計
算
方
法
の
見
直
し
　

　 

（
平
成
29
年
4
・
6
・
8
月
分
か
ら
）

2 

税
額
変
更
や
市
外
転
出
の

　 

場
合
の
特
別
徴
収
の
継
続

徴収月 特別徴収税額

平成 28年 4・6・8月 平成 28年 2月と同額

平成 28年 10・12・
平成 29年 2月

（平成 28 年度年税額－平成 28 年
4・6・8月の税額）÷３

平成 29年 4・6・8月 平成 28年度年税額÷６

昨年のいっせい防災訓練のようす



　
片
浦
小
学
校
は
「
小
規
模
特
認
校
」
と

し
て
、一
定
条
件
の
も
と
、
市
内
全
域
か
ら

児
童
の
入
学
を
認
め
て
い
ま
す
。
少
人
数

な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
指
導
や
、地
域
と

の
連
携
が
特
長
で
す
。

募
集
人
数
１
年
生
14
人
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
29
年
4
月
1
日
時
点

の
学
年
）

※�

申
請
者
が
募
集
人
数
を
超

え
た
場
合
は
抽
選（
兄
・
姉�

が
在
学
し
て
い
る
場
合
は

優
先
枠
あ
り
）。

◦�

保
護
者
・
児
童
と
も
に
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
。

◦�

小
規
模
特
認
校
の
教
育
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
賛
同
し
て
い
る
。

◦�

通
学
は
、
保
護
者
の
責
任
と
負
担
で
行

う
。

◦
卒
業
ま
で
通
学
す
る
。

◦�

小
規
模
特
認
校
で
の
就
学
、
通
常
級
で

の
学
習
や
活
動
が
で
き
る
。

  

教
育
指
導
課
　
☎
33 - 

1
6
8
4

　  

片
浦
小
学
校
　
☎
29 - 

0
2
5
0

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
1
2
6
4

お
い
で
よ
　
片
浦
小
学
校

平
成
29
年
度

児
童
を
募
集

入
学
の
条
件

手
続
き
の
流
れ

片
浦
小
学
校
　
4
つ
の
約
束

① 
少
人
数
を
生
か
し
、「
確
か
な
学
力
」

を
育
成
し
ま
す
。

② 
自
然
環
境
や
伝
統
な
ど
を
生
か
し
、

「
豊
か
な
心
」
を
育
み
ま
す
。

③ 

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
を
支
え
ま

す
。

④
充
実
し
た
放
課
後
活
動
を
行
い
ま
す
。

学
校
公
開
日

10
月
25
日（
火
）・
26
日（
水
）・
27
日（
木
）、

11
月
26
日（
土
）

※�

入
学
希
望
者
は
、
こ
の
日
程
で
見
学
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

日
程
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
片
浦
小
学
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
説
明
会

10
月
25
日（
火
）午
後
3
時
～
4
時
30
分

場
所�

片
浦
小
学
校

申
請
書
の
提
出（
面
談
終
了
後
）

10
月
28
日（
金
）～
12
月
5
日（
月
）

※
教
育
指
導
課
に
直
接
提
出
。

※�

申
請
書
は
教
育
指
導
課
、
片
浦
小
学
校
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

面
談

10
月
28
日（
金
）～
11
月
29
日（
火
）

広報　小田原　2016.10.113

　
4
月
か
ら
、
収
集
日
を
隔
週
か
ら
週
1

回
に
増
や
し
た
「
ト
レ
ー
類
・
　
表
示
の

あ
る
も
の
」（
以
下
、
ト
レ
・
プ
ラ
）。

　
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
収
集
量
を
昨
年

度
と
比
較
す
る
と
4
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
も

増
え
、
よ
り
多
く
の
資
源
を
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、こ
れ
ま
で
「
燃
せ
る
ご
み
」
に

混
ざ
っ
て
い
た
ト
レ
・
プ
ラ
が
、
収
集
日

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
分
別
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、「
燃
せ
る
ご
み
」
の
中
身
を
調

べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
ト
レ
・
プ
ラ
が
混
ざ
っ

て
い
ま
す
。ト
レ
・
プ
ラ
は
資
源
で
す
。
引

き
続
き
、
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
収
集
し

た
ト
レ
・
プ
ラ
の
袋
の
中
か
ら
ト
レ
・
プ

ラ
以
外
の
異
物
を
取
り
除
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
異
物
が
確
実
に
取
り
除
か
れ
て
い

る
か
確
認
す
る
「
自
主
検
査
」
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
資
源
の
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  
環
境
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
7
1

ト
レ
・
プ
ラ
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に

減
ら
そ
う
ご
み
、増
や
そ
う
リ
サ
イ
ク
ル

「
ト
レ
ー
類
・
　
表
示
の
あ
る
も
の
」の
収
集
量
が
増
え
ま
し
たトレ・プラの収集袋を破り、手作業で異物を除去自主検査のようす

トレ・プラの収集袋に混入していたスプレー缶やかみそり
※�かんやびん、スプレー缶の他、かみそりなどの刃物、注射針などの在宅医療器具が混ざっていることがあります。作業員の
けがにつながるおそれがあるので、それぞれ決められた収集日に出し、トレ・プラの収集日には絶対に出さないでください。
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あふれる 魅力 ハルネ情報 10月

主催・問 小田原駅前東通り商店街、駅前おしゃれ横丁商店会、
　　　 ハルネ小田原　☎23-1150（街かど案内所）
日  時  10月23日（日）正午～午後5時
場  所  東通り商店街、おしゃれ横丁商

　　　  店街、ハルネ小田原
内  容   ・ 地元名物のふるまい

           ・飲食ブース　・ステージ　
             ・イベント　など

主催・問 保健給食課　☎33-1693
日  時  10月15日（土）・16日（日）午前10時～午後6時
内  容    ・給食メニューと調理器具の実物を展示

　　　  ・食育の取り組みの紹介　
　　　  ・豆つかみゲーム　・体脂肪測定　
　　　  ・給食メニューかます棒の唐揚

 げ試食（なくなり次第終了）
　　　  など

主催・問 小田原城ミュージックストリート実行委員会　
            ☎33-1756（文化政策課内）
日  時  10月9日（日）

            午後2時～5時
内  容    ・ダンスパフォーマンス

　　　  ・エキシビジョンダンス
バトル

学校給食展

第10回小田原城ミュージックストリートO
オーユーアール

UR41
ーMusic Street × DANCE HaRuNeー

うましゃルネ祭

小田原風の盆

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

〈連載〉

主催・問  小田原錦通り商店街協同組合、小田原ダイヤ街商店 
　　　 会、小田原駅前お城通り商店会、ハルネ小田原　
　　　 ☎23-1150（街かど案内所）
日  時  10月8日（土）午後5時30分～7時30分
場  所  ダイヤ街商店街、錦通り商店

　　　  街、ハルネ小田原
内  容  ・三味線と胡

こ

弓
きゅう

に合わせて踊
　　　    りながら練り歩く「街ながし」
　　　  ・輪踊り（ハルネうめまる広場）

「
か
ま
す
棒
」を
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
、

毎
回
5
0
0
本
以
上
を
売
り
上
げ
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
は
、「
今
後
の
励
み
に
な

る
」「
今
ま
で
地
道
に
活
動
し
て
き
て
よ
か
っ

た
」な
ど
、
受
賞
を
喜
び
ま
す
。
受
賞
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す
の
普
及
に
努

め
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
水
産
庁
が
進
め
る「
魚
の
国
の
し
あ
わ
せ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
証
事
業
で
、「
小
田
原
さ

か
な
普
及
の
会
」が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
に
次
ぐ
賞
で
、
受
賞
は
全
国

で
1
団
体
の
み
。
8
月
7
日
に
行
っ
た「
第

26
回
小
田
原
み
な
と
ま
つ
り
」で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
魚
や
魚
料
理
の
普
及
に
よ
り
食
生
活
を

豊
か
に
し
、
市
民
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
53
年
か
ら
活
動
す
る「
小

田
原
さ
か
な
普
及
の
会
」。「
み
な
と
ま
つ

り
」や「
あ
じ
・
地
魚
ま
つ
り
」で
は
、
安
く
て

お
い
し
い
魚
を
提
供
す
る
他
、「
調
理
実
習 

会
」で
は
、
魚 

料
理
の
普
及 

に
努
め
て
い 

ま
す
。

　
ま
た
、
小

田
原
の
新
名

物
を
目
指
す

小田原さかな普及の会

2
0
1
5
年
度

「
魚
の
国
の
し
あ
わ
せ
大
賞
」

優
秀
賞
受
賞

お い し い
魚 を
広 め た い

公民館などで行う「調理実習会」
は、年間10回以上実施

第10回小田原映画祭
～シネマトピア～2016～開催記念展示
よみがえる遺品陳列館
～昭和30年頃の二宮尊徳ゆかりの史跡～

～10月3日（月）

10月4日（火）～11月14日（月）
ハルネギャラリー展示予定

詳
し
い
活
動
が
、
水
産
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
！

「
魚
の
国
の
し
あ
わ
せ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

証
事
業
」で
検
索

14
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み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

〈 連 載 〉

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
18

　

酒
匂
・
小
八
幡
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、6
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、サ
ロ
ン
活
動
、

防
災
マッ
プ
の
作
成
、
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
普
及
活
動
、
郷
土
史
伝
承
、
自
転
車
安
全
運
転
勉

強
会
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
動
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
分
科

会
に
分
か
れ
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、課
題
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
6
月
に「
改
正
道
路
交
通
法
」が
施
行
さ
れ
、危
険
行
為
を
繰
り
返
す
と「
自
転
車

運
転
者
講
習
」の
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
防
犯
・
交
通
安
全
分
科
会
で
は
、
昨
年
度
か

ら
地
域
の
各
種
団
体
や
個
人
を
対
象
に
、
自
転
車
の
ル
ー
ル
や
危
険
行
為
な
ど
の
周
知
活
動
を

行
って
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
乗
り
方
を
も
う
一
度
見
直
し
た
い
」「
違
反
す
る
と
危
な
い
こ

と
を
、子
ど
も
に
も
認
識
さ
せ
た
い
」な
ど
と
好
評
。
今
年
も
9
月
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
鎌
倉
時
代
の
書
物『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み』に
は
、1
1
8
5

（
文
治
元
）年
に
源
義よ

し

経つ
ね

が
平
宗む

ね

盛も
り

親
子
を
護 

送
し
た
際
、「
今
夜
、酒
匂
駅
に
着
く
」と
記
さ
れ 

て
い
て
、酒
匂
地
区
が
東
海
道
の
宿
場
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、源
実さ

ね

朝と
も

の『
金き

ん

槐か
い

和
歌
集
』に
は
、現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
周
辺
に

将
軍
の
宿
泊・休
憩
施
設「
浜は

ま

辺べ
の

御ご

所し
ょ

」が
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、中
世
以
降
の
文
献
な
ど
か
ら
も
宿

場
の
存
在
が
知
ら
れ
、現
在
で
も
地
区
の
中
の

小
字
に
、「
川
端
」「
中
宿
」「
市
場
」が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、明
治
時
代
に
は
交
通
の
利
便
性
や
気

候
が
よ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、名
士・文
人
な
ど
が

旅
館
や
貸
別
荘
に
訪
れ
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

酒
匂
・
小
八
幡
地
区

6
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
活
動

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
酒
匂

川
東
地
区
の
国
道
1
号
沿
い
に
位
置
し
、

西
に
は
酒
匂
川
が
流
れ
、
南
は
相
模
湾
に
面
し
た
酒
匂
・
小
八
幡
地
区
。

平
安
時
代
か
ら
宿
場
と
し
て
栄
え
た
、
由
緒
あ
る
ま
ち
で
す
。

　
酒
匂
・
小
八
幡
地
区
の「
地
域
自
慢
」は「
人
」

で
す
。
志
を
持
っ
た
、多
く
の「
人
」が
誇
り
で
す
。

　

本
委
員
会
は
、
73
人
の「
人
」が
6
分
科
会
に

分
か
れ
て
、
分
野
ご
と
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
分
科
会「
エ
ス
ケ
イ
ひ
だ
ま
り
」で
は
、
地

域
福
祉
活
動
と
し
て
、
草
む
し
り
や
掃
除
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
お
り
、サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

1
2
5
人
の
地
域
の「
人
」が
登
録
。
徐
々
に
活
性
化
し
て
き
た
活
動
が
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
地

域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」の「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
を
新
た
に

始
め
ま
し
た
。
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
位
置
づ
け
で
、
掃
除
・
洗
濯
な
ど
の
生

活
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

太田実さん

酒
匂
・
小
八
幡
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
　

委
員
長

親子を対象にした、自転車安全運転勉強会の
ようす サロン活動のようす

宿場の名残が見られるバス停



次回は…

第6通　

「地域　健康チェック
～知っ　変わる自分の健康～」

「仲間と一緒に健康づくり」をお届けします。

 

地
域
密
着
で
活
動
す
る

「
健
康
お
だ
わ
ら
普
及
員
」

　市
内
全
26
自
治
会
連
合
会
区
で
、皆
さ
ん
の
健
康
管
理
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る「
健
康
お
だ
わ
ら
普
及
員
」。

　幅
広
い
年
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
活
躍
中
で
す
。
中
に
は
、

10
年
以
上
活
動
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　今
年
度
は
総
勢
80
人
が
、脳
血
管
疾
患
の
予
防
の
た
め
、家

庭
で
の
血
圧
管
理
に
つ
い
て
普
及
啓
発
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
す
る
運
動
教
室
、減
塩

レ
シ
ピ
を
教
え
る
栄
養
教

室
、脳
血
管
疾
患
予
防
に
つ

い
て
医
師
が
話
す
講
演
会
、

地
区
健
民
祭
で
の
「
ミ
ニ
ミ

ニ
健
康
デ
ー
」
な
ど
を
開
い

て
い
ま
す
。
ど
の
催
し
も
年

齢
・
性
別
に
関
係
な
く
参
加

で
き
ま
す
。

①
②

③

④

⑤

⑥

梅干しの種を取り、たたいておく。
Ａを入れ加熱した鍋に①の梅干しを入れ、
水溶きかたくり粉を入れる。とろみがつい
たら火を止める。
じゃがいもは皮をむき、厚さ2 ～ 3mmの
短冊切り。いんげんは半分に切る。
鍋またはフライパンに水、③の野菜を加え
て蓋をし、焦がさないよう注意しながら弱
火～中火で火が通るまで加熱する。
あじの水気を取り、かたくり粉を全体にま
ぶす。フライパンでサラダ油を熱し、両面
を焼く。
④と⑤を皿に盛りつけ、②をかける。

大さじ1/4
大さじ2/3
大さじ1/2
小さじ1/2

材料（4人分）
  ・梅干し　1個
  ・しょうゆ
  ・日本酒
  ・みりん
  ・砂糖
・水溶きかたくり粉（水50ml+かたくり粉 
　小さじ１）　・サラダ油　小さじ１
・あじ（３枚おろし）　８枚
・水　大さじ1と1/2　・いんげん　12本
・じゃがいも　120g　
・かたくり粉　大さじ１　

あじのかば焼き梅風味

脳血管疾患を予防するためには、塩を控え
た料理を食べることが大切です。

作 り 方

健 康 応 援 レ シ ピ

魚は、さんま、かます、いさき、さばなどでも
おいしく作れます。

A

1人分の塩分
0.7～0.8ｇ

ミ
ニ
ミ
ニ
健
康
デ
ー

　年
に
１
回
、各
地
区
で

開
催
さ
れ
る
健
民
祭
。

特
に
秋
は
、毎
週
末
ど
こ

か
の
地
区
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　こ
の
健
民
祭
で
、健
康

お
だ
わ
ら
普
及
員
は
保

健
師
と
一
緒
に
、「
ミ
ニ
ミ
ニ
健
康
デ
ー
」
を
開

催
。
握
力
や
足
指
力
、肺
活
量
、体
脂
肪
、体
内

の
一
酸
化
炭
素
濃
度
な
ど
の
測
定
や
、健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

脳血管疾患死亡率が高い小田原市。
あなたやあなたの家族を守るのは、暮らしの中のちょっとした心掛けです。
ここでは、今日から生かせる予防法など、お役立ち情報をお届けします。

（協力：健康おだわら普及員連絡会）

連　載

延 ば せ 健 康 寿 命

健康づくり課　☎47-0820問

20
1
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発行：小田原市   〒250-8555  小田原市荻窪300番地  市役所総合案内   ☎0465-33-1300
編集：企画部広報広聴課   ☎0465-33-1261  FAX0465-32-4640  ⓒ小田原市2016・10
広報小田原は、資源保護のため再生紙を使用しています。
9月1日現在 小田原市の人口 193,425人　79,846世帯（平成27年 国勢調査速報値基準）

新しい小田原をイメージする市のブランドロゴとして、
小田原の多様な素材を用いてデザインしています。
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